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大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
平

成
十
一
年
二
月
か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
天
守
部
分
の
調
査
と
外
構
工

事
等
に
伴
う
周
辺
部
の
調
査
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
紙
面
の
制
約
も
あ
り
、
そ
の
詳

細
は
別
報
告
書
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
発
見
さ
れ
た
主
要
な
遺

構
・
遺
物
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
。

第
一
節

天
守
跡
の
調
査

調
査
は
天
守
部
分
と
既
存
の
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
部
分
に
つ
い
て
、

平
成
十
一
年
二
月
か
ら
平
成
十
二
年
一
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

天
守
跡
に
は
、
明
治
四
十
三
年
に
大
洲
藤
樹
会
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
中
江
藤
樹
の

銅
像
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
調
査
前
は
天
守
に
関
す
る
遺
構
は
大
き
く
攪
乱
さ
れ
て

い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
藤
樹
像
の
乗
る
台
座
を
除
去
し
て
い
く

と
、
天
守
解
体
時
と
思
わ
れ
る
漆
喰
を
多
量
に
含
む
粘
質
土
に
覆
わ
れ
て
、
天
守
の

遺
構
が
比
較
的
良
好
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
を
利
用
し

て
藤
樹
像
の
台
座
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
藤
樹
像
自
体
は
今
日
ま
で

に
二
度
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
が
、
周
囲
の
台
座
は
改
変
さ
れ
る
こ
と
な
く
当
時
の
ま

ま
で
、
天
守
が
解
体
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
以
後
、
結
果
的
に
天
守
の
遺
構
は
藤
樹

像
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一

天
守
の
遺
構

１

天
守
礎
石
（
第
一
・
三
図
）

礎
石
は
六
石
が
残
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
礎
石
の
抜
き
取
り
穴
も
六
箇
所
確
認
さ

れ
た
。
柱
間
距
離
は
一
間
が
六
尺
五
寸
（
約
一
九
七
㎝
）
で
あ
る
。
中
心
柱
の
礎
石

は
、
藤
樹
像
の
下
に
位
置
し
、
大
き
く
撹
乱
さ
れ
て
い
た
た
め
残
存
し
て
い
な
か
っ

た
。
礎
石
は
約
八
〇
㎝
大
の
加
工
面
の
な
い
自
然
石
で
、
約
一
・
六
ｍ
の
堀
方
に
栗

石
を
充
填
し
て
そ
の
上
に
据
え
置
か
れ
た
。
六
石
い
ず
れ
も
緑
泥
片
岩
で
、
フ
ジ
ツ

ボ
が
付
着
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
浜
部
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
礎
石
の
位
置
は
、
大
洲
城
天
守
雛
形
を
基
に
作
成
さ
れ
た
天
守
復
元

平
面
図
の
柱
位
置
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
（
第
二
図
）。

以
前
よ
り
天
守
雛
形
は
、
旧
蔵
の
中
野
家
が
大
洲
藩
作
事
方
棟
梁
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
大
洲
城
天
守
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
、
実
寸
一
間
（
六
尺
五
寸
）

を
二
寸
に
縮
小
し
て
製
作
さ
れ
た
三
二
・
五
分
の
一
縮
尺
の
模
型
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
雛
形
が
明
治
二
十
一
年
に
解
体
さ
れ
た
大
洲
城
天
守
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
同
時
に
雛
形
の
精
確
さ
を
裏
付
け
る
こ
と
と

第一図 天守礎石検出状況

第二図 天守復元図と礎石位置
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な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
守
の
基
準
寸
法
は
一
間
が
六
尺
五
寸
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

天
守
基
礎
石
（
第
三
図
）

基
礎
石
は
天
守
の
東
面
に
お
い
て
一
段
分
が
検
出
さ
れ
た
。
天
守
石
垣
は
、
本
来

天
守
解
体
前
の
古
写
真
で
は
周
囲
の
石
垣
よ
り
二
〜
三
段
高
い
こ
と
か
ら
、
天
守
解

体
後
に
二
〜
三
段
分
が
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
、
検
出
さ

れ
た
天
守
礎
石
と
現
状
の
天
守
石
垣
天
端
に
は
約
九
〇
㎝
の
高
低
差
が
あ
り
、
天
守

石
垣
が
抜
き
取
ら
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
天
守
東
面
の
基
礎
石
に
つ
い
て
も
最

下
段
一
段
分
を
残
し
て
上
部
は
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
守
南
面
の
基
礎
石
に
つ
い
て
は
、
東
面
基
礎
石
の
南
端
に
あ
る
三
角
形
の
隅
石

か
ら
西
へ
一
石
分
が
残
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
明
瞭
な
抜
き
取
り
痕
は
確
認
さ

れ
て
な
い
が
、
天
守
内
側
に
わ
ず
か
に
残
る
帯
状
の
栗
石
層
か
ら
も
、
天
守
石
垣
や

東
面
基
礎
石
と
同
様
に
抜
き
取
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
守
石
垣
か
ら
基
礎
石
ま
で
の
長
さ
は
、
東
西
に
八
間
、
南
北
に
七
間
で
あ
る
。

３

多
聞
櫓
基
礎
石
（
第
三
図
）

天
守
と
既
存
の
台
所
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
（
以
下
北
多
聞
櫓
と
呼
ぶ
）
と
、
天
守
と

高
欄
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
（
以
下
西
多
聞
櫓
と
呼
ぶ
）
の
解
体
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て

は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
表
土
下
に
は
天
守
部
に
も
見
ら
れ
た
漆
喰
を
多
量
に

含
む
粘
土
層
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
守
の
解
体
時
期
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

北
多
聞
櫓
跡
で
は
北
側
の
石
垣
か
ら
約
四
・
五
ｍ
南
側
に
、
面
を
南
に
向
け
た
基

礎
石
一
段
分
が
検
出
さ
れ
た
。
基
礎
石
と
石
垣
と
の
間
に
は
栗
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
た
。
検
出
さ
れ
た
基
礎
石
は
石
垣
天
端
に
比
べ
約
三
〇
㎝
低
い
こ
と
か
ら
、
も

う
一
段
積
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

西
多
聞
櫓
跡
で
は
攪
乱
が
著
し
く
基
礎
石
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
付
近
に
横

転
し
た
石
材
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
北
多
聞
櫓
跡
と
同
様
に
基
礎
石
が
あ
っ

第三図 天守遺構平面図
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４

雨
落
ち
溝
（
第
三
図
）

天
守
と
北
・
西
多
聞
櫓
周
り
に
は
、
軒
先
か
ら
落
ち
る
雨
を
受
け
て
排
水
す
る
施

設
で
あ
る
雨
落
ち
溝
の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
区
を
拡
張
し
雨
落
ち

溝
の
確
認
に
努
め
た
。
最
も
遺
存
状
態
が
良
い
の
は
天
守
東
面
の
南
半
部
分
く
ら
い

で
、
全
体
的
に
攪
乱
を
受
け
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
あ
と
は
天
守
南
面
と
西
多
聞
櫓

に
わ
ず
か
に
残
る
程
度
で
あ
っ
た
。

検
出
さ
れ
た
雨
落
ち
溝
は
、
二
〇
〜
四
〇
㎝
程
度
の
扁
平
な
石
材
を
側
石
と
し
て

溝
の
両
側
に
配
し
た
も
の
で
、
底
石
は
敷
か
れ
て
お
ら
ず
溝
底
に
は
細
砂
が
堆
積
し

て
い
た
。
溝
の
幅
は
両
側
石
の
良
好
に
残
る
部
分
に
お
い
て
三
六
㎝
で
あ
っ
た
。

こ
の
成
果
を
元
に
、
天
守
の
軒
の
出
は
雨
落
ち
溝
の
中
心
か
ら
四
尺
五
寸
（
約
一
・

三
ｍ
）
と
想
定
さ
れ
た
。

天
守
の
遺
構
が
藤
樹
像
と
そ
の
台
座
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
天
守
が
解
体
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
時
の
遺
構
面
つ
ま
り
天
守
礎

石
が
乗
る
面
と
、
明
治
四
十
三
年
に
建
立
さ
れ
た
藤
樹
像
と
の
間
に
は
、
多
量
の
遺

物
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、
遺
物
に
つ
い
て
も
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
瓦
類
は
、
天
守
解
体
時
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
の
様
相
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り

と
な
っ
た
。

軒
丸
瓦
は
、
明
治
の
版
籍
奉
還
ま
で
存
続
し
た
加
藤
家
の
家
紋
で
あ
る
蛇
の
目
紋

が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
巴
紋
も
わ
ず
か
に
混
在
す
る
が
型
式
的
に
新
し
い

時
代
の
も
の
で
あ
り
、
天
守
以
前
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
巴
紋
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
蛇
の
目
紋
の
差
込
瓦
も
多
数
出
土
し
て
お
り
、
家
紋
で

あ
る
蛇
の
目
紋
の
画
一
性
が
窺
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
蛇
の
目
紋
が
主
体
で
あ
っ
て
、

巴
紋
は
部
分
的
な
補
修
か
な
に
か
で
混
入
し
た
程
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

軒
平
瓦
は
、
家
紋
で
あ
る
蛇
の
目
紋
ほ
ど
の
画
一
性
が
な
い
の
か
、
数
種
類
の
も

の
が
出
土
し
て
い
る
。
中
で
も
中
心
飾
り
に
釘
抜
き
紋
と
呼
ば
れ
る
「
◇
」
を
配
し

た
唐
草
紋
が
、
蛇
の
目
紋
ほ
ど
の
割
合
で
は
な
い
も
の
の
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。

釘
抜
き
紋
だ
け
で
も
数
種
類
が
あ
り
型
式
変
遷
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
に

わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
紋
様
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
蛇
の
目
紋
が
使
用
さ
れ
始

め
た
段
階
か
ら
と
も
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
考
古
学
的
に
み
て
明
治
期
の
天
守
解
体
時
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦

に
つ
い
て
は
、
軒
丸
瓦
が
蛇
の
目
紋
、
軒
平
瓦
が
中
心
飾
り
釘
抜
き
紋
を
配
し
た
唐

草
紋
の
セ
ッ
ト
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
台
所
・
高
欄
の
既
存
櫓
に
つ
い

て
も
、
現
在
同
様
の
セ
ッ
ト
関
係
で
葺
か
れ
て
い
る
。

二

天
守
以
前
の
遺
構

１

巨
石
列
（
第
四
・
六
図
）

天
守
礎
石
お
よ
び
天
守
の
整
地
層
を
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
天
守
南
面
か
ら
約
四

ｍ
北
の
位
置
に
、
面
を
北
に
向
け
て
東
西
に
延
び
る
巨
石
列
が
検
出
さ
れ
た
。
巨
石

は
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
約
一
・
二
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
一
〜
二
段
が
残
存
し
て
い
た
。

高
い
と
こ
ろ
で
約
一
ｍ
ほ
ど
あ
っ
た
。
天
端
が
揃
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本
来
は
さ

ら
に
何
石
か
積
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
約
八
〇
㎝
幅
の
裏
込
め
部
分
に
は

栗
石
を
多
量
に
伴
っ
て
い
る
。

巨
石
列
は
、
東
側
が
天
守
東
面
の
基
礎
石
と
雨
落
ち
溝
に
よ
っ
て
切
ら
れ
る
が
、

さ
ら
に
調
査
区
外
へ
と
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
守
内
に
収
束
す
る
遺
構
で
は
な

く
、
天
守
よ
り
も
古
い
遺
構
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
西
の
長
さ
は
最
低
一
五
ｍ

以
上
に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
基
礎
石
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
建
物
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
石
列
の
規
模
か
ら
考
え
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第四図 巨石列、瓦溜り平面図

第五図 天守跡出土の軒丸瓦・軒平瓦・菊紋差込瓦
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て
も
櫓
あ
る
い
は
天
守
級
の
建
物
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
守
級
の
建
物
と

す
る
な
ら
ば
、
現
在
の
天
守
よ
り
も
平
面
規
模
が
大
型
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
守
以
前
の
大
型
建
物
の
存
在
は
、
城
郭
の
整
備
過
程
及
び
天

守
築
造
者
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
調
査
の
整
理
が
進
ん
だ
上

で
充
分
な
考
察
を
必
要
と
す
る
た
め
、
現
段
階
に
お
い
て
は
そ
の
可
能
性
を
述
べ
る

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

２

瓦
溜
り
（
第
四
・
六
・
七
図
）

巨
石
列
の
北
側
に
お
い
て
、
三
・
五
×
五
ｍ
の
範
囲
に
瓦
が
ま
と
ま
っ
て
検
出
さ

れ
た
。
瓦
の
出
土
状
況
は
、
明
確
な
掘
方
を
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
土
坑
へ
の
投
棄
と

は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
ま
と
め
て
破
棄
さ
れ
た
瓦
が
そ
の
ま
ま
整
地
土
に
よ
っ
て

覆
わ
れ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
巨
石
列
の
北
側
、
つ
ま
り
建
物
の
す
ぐ
外
側
に

お
い
て
一
時
期
に
破
棄
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
や
、
さ
ら
に

周
囲
に
建
物
跡
と
判
断
し
得
る
明
確
な
遺
構
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
瓦
溜
り

は
巨
石
列
上
の
建
物
の
瓦
を
破
棄
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

出
土
し
た
瓦
は
、
軒
丸
瓦
が
１
・
２
類
、
軒
平
瓦
が
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
類
、
菊
紋

差
込
瓦
ａ
類
、
輪
違
い
瓦
な
ど
で
あ
る
（
第
五
図
）。
注
目
さ
れ
る
の
は
軒
平
瓦
の
Ｄ

類
と
Ｅ
類
、
菊
紋
差
込
瓦
で
あ
る
。
軒
平
瓦
Ｄ
類
は
宇
和
島
城
（
宇
和
島
市
）
に
、

軒
平
瓦
Ｅ
類
は
宇
和
島
城
と
河
後
森
城
（
北
宇
和
郡
松
野
町
）
に
類
例
が
あ
り
、
同

時
代
性
の
高
い
も
の
と
い
え
る
。
菊
紋
差
込
瓦
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
従
五

位
下
以
上
の
城
主
に
使
用
が
許
さ
れ
た
紋
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大

洲
城
主
で
は
、
戸
田
勝
隆
、
藤
堂
高
虎
、
脇
坂
安
治
が
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
。

瓦
溜
り
の
検
出
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
天
守
が
築
造
さ
れ
る
前
に
瓦
葺
の
建
物
が

存
在
し
た
こ
と
は
確
実
な
状
況
で
あ
り
、
し
か
も
菊
紋
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
建
物
と
は
そ
れ
相
応
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

３

溝
状
遺
構
（
第
八
図
）

調
査
区
東
南
隅
に
お
い
て
は
、
遺
物
を
多
量
に
含
む
溝
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

調
査
区
外
に
続
く
た
め
全
体
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
検
出
さ
れ
た
部
分
で
東
西
約

五
ｍ
、
南
北
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
で
あ
っ
た
。
大
型
の
土
坑
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
埋
土
に
は
炭
化
物
が
多
く
見
ら
れ
、
溝
底
か
ら
は
自
然
木
や
加
工
さ
れ

た
木
材
な
ど
も
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
の
出
土
状
況
や
埋
土
の
堆
積
状
況
な
ど
か
ら
、

短
期
間
の
う
ち
に
遺
物
が
投
棄
さ
れ
る
と
と
も
に
、
溝
も
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
溝
の
埋
土
の
上
に
天
守
の
基
礎
石
と
雨
落
ち
溝
が
乗
る
こ
と
か
ら
、

天
守
よ
り
も
古
い
遺
構
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
物
は
、
瓦
類
、
貿
易
陶
磁
器
類
、
備
前
焼
、
土
師
質
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

瓦
類
は
、
軒
平
瓦
が
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｆ
類
、
軒
丸
瓦
は
１
・
９
・
１
３
・
１
４
類
、

菊
紋
差
込
瓦
ａ
類
、
鬼
板
、
輪
違
い
瓦
な
ど
で
あ
る
（
第
五
図
）。
貿
易
陶
磁
器
類
は

す
べ
て
小
片
で
十
五
世
紀
〜
十
七
世
紀
初
頭
頃
の
青
花
・
白
磁
・
青
磁
で
あ
る
。
備

前
焼
は
擂
鉢
二
個
体
が
出
土
し
、
一
個
体
は
ほ
ぼ
完
形
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
天
正

第六図 巨石列と瓦溜り検出状況（東から）

第七図 菊紋差込瓦出土状況（瓦溜り）
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第八図 溝状遺構、石敷遺構平面図

第九図 天守跡調査完掘状況
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年
間
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。
土
師
質
土
器
は
皿
や
坏
が
二
〇
個
体
近
く
出
土
し
た
。

底
部
に
は
静
止
糸
切
痕
及
び
回
転
糸
切
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

４

石
敷
き
遺
構
と
礎
石
（
第
八
・
十
図
）

調
査
区
の
北
東
部
に
お
い
て
、
方
形
状
に
地
山
を
削
り
こ
み
、
平
坦
部
に
石
を
敷

き
詰
め
た
石
敷
き
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
調
査
区
外
に
続
く
た
め
全
体
規
模
は
不
明

で
あ
る
が
、
検
出
さ
れ
た
部
分
で
東
西
約
六
・
二
ｍ
、
南
北
約
二
・
五
ｍ
、
南
壁
の

高
さ
約
七
〇
㎝
で
あ
っ
た
。
平
坦
部
に
は
約
一
〇
㎝
大
の
石
が
帯
状
に
約
一
ｍ
幅
で

敷
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
北
側
で
、
四
尺
二
寸
（
約
一
・
三
ｍ
）
の
等
間
隔
に
配
さ
れ

た
約
四
〇
㎝
大
の
礎
石
が
三
石
検
出
さ
れ
た
。
土
塀
の
礎
石
の
可
能
性
が
あ
る
。

遺
物
は
、
瓦
類
、
貿
易
陶
磁
器
類
な
ど
が
出
土
し
た
。
瓦
類
は
、
軒
平
瓦
が
Ｂ
類
、

軒
丸
瓦
は
１
・
９
・
１
１
類
、
菊
紋
差
込
瓦
な
ど
で
あ
る
（
第
五
図
）。
貿
易
陶
磁
器

類
は
、
十
六
世
紀
中
頃
〜
十
七
世
紀
初
頭
頃
の
青
花
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
石
敷
き
遺
構
の
西
側
に
は
土
師
質
土
器
が
大
量
に
投
棄
さ
れ
た
土
器

溜
り
（
土
坑
）
が
検
出
さ
れ
た
（
第
十
一
図
）。
土
器
が
投
棄
さ
れ
た
土
坑
は
一
・
二

ｍ
×
〇
・
九
ｍ
、
深
さ
三
〇
㎝
の
不
定
形
で
、
土
師
質
土
器
の
皿
や
坏
が
、
約
二
〇

〇
個
体
近
く
折
り
重
な
っ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
出
土
し
た
土
器
の
底
部
調
整
は

す
べ
て
回
転
糸
切
痕
で
あ
る
。

三

天
守
石
垣
の
改
修
（
第
十
二
・
十
三
図
）

天
守
石
垣
は
、
前
述
の
と
お
り
天
守
解
体
後
に
天
端
か
ら
二
〜
三
段
分
が
抜
き
取

ら
れ
て
い
る
た
め
、
天
守
復
元
に
併
せ
積
み
足
し
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
際
、
天
守
石
垣
西
面
の
北
西
隅
付
近
に
お
い
て
、
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
割
れ

て
崩
落
す
る
危
険
性
の
あ
る
石
材
が
あ
っ
た
た
め
、
石
垣
積
み
足
し
工
事
に
先
立
っ

て
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
石
垣
改
修
工
事
と
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

改
修
範
囲
は
、
現
況
の
天
端
か
ら
幅
約
四
ｍ
、
高
さ
九
〇
㎝
の
範
囲
で
、
石
材
に

し
て
五
石
分
で
あ
る
。
工
事
は
改
修
範
囲
の
石
材
を
一
度
取
り
外
し
、
割
れ
た
石
材

を
補
修
し
た
後
に
元
の
位
置
に
積
み
直
し
た
。
調
査
は
石
材
の
取
り
外
し
と
併
行
し

て
裏
込
め
部
分
の
状
況
を
記
録
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
天
守
石
垣
か
ら
約
一
・
三
ｍ

内
側
に
は
、
天
守
石
垣
と
平
行
し
て
延
び
る
別
の
石
垣
（
以
下
内
側
石
垣
と
呼
ぶ
）

が
存
在
す
る
こ
と
が
天
守
跡
の
調
査
で
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
内
側
石
垣
ま
で
が
天

守
石
垣
の
裏
込
め
部
分
と
し
て
調
査
さ
れ
た
。

天
守
石
垣
の
裏
込
め
部
分
に
は
、
栗
石
に
混
ざ
っ
て
か
な
り
の
土
砂
が
流
入
し
て

お
り
、
木
根
が
多
く
見
ら
れ
た
。

内
側
石
垣
に
つ
い
て
は
、
最
大
で
高
さ
一
・
七
ｍ
ま
で
確
認
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に

下
へ
と
続
く
状
況
で
あ
っ
た
。
石
材
は
三
〇
〜
六
〇
㎝
大
の
も
の
が
使
わ
れ
て
お
り
、

第
十
一
図

土
器
溜
り
検
出
状
況
（
西
か
ら
）

第
十
図

石
敷
遺
構
検
出
状
況
（
東
か
ら
）
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天
守
石
垣
に
比
べ
か
な
り
小
振
り
で
、
積
み
方
も
粗
雑
な
も
の
で
あ
る
。
裏
込
め
部

分
に
は
栗
石
を
伴
っ
て
お
り
石
垣
の
形
態
は
呈
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
古
段
階
の

石
垣
な
の
か
天
守
石
垣
に
伴
う
二
重
の
石
垣
な
の
か
、
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
と

い
え
る
。

出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
栗
石
内
か
ら
瓦
片
が
多
く
出
土
し
、
鬼
瓦
片
も
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
十
七
世
紀
後
葉
〜
十
八
世
紀
前
葉
頃
と
思
わ
れ
る
備
前
焼
の
擂
鉢
が
出

土
し
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
頃
の
石
垣
修
復
記
録
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
節

暗
り
門
跡
の
調
査
（
第
十
四
〜
十
七
図
）

天
守
跡
以
外
の
周
辺
部
の
調
査
は
、
外
構
工
事
等
に
伴
っ
て
数
多
く
実
施
さ
れ
た

が
、
暗
り
門
跡
の
調
査
に
お
い
て
は
良
好
な
形
で
遺
構
が
遺
存
し
て
お
り
、
重
要
な

発
見
が
み
ら
れ
た
。

暗
り
門
は
本
丸
に
到
る
最
後
の
城
門
で
あ
り
、
本
丸
を
取
り
囲
む
多
聞
櫓
に
連
結

す
る
櫓
門
で
あ
っ
た
。
現
在
は
直
線
的
に
上
る
車
道
と
な
っ
て
い
る
が
、
従
来
は
櫓

門
階
下
の
城
門
部
に
お
い
て
通
路
が
Ｌ
字
形
に
屈
曲
し
、
台
所
櫓
に
向
か
っ
て
上
る

と
い
う
特
異
な
構
造
で
あ
っ
た
。

調
査
は
、
天
守
に
供
給
す
る
電
気
・
水
道
の
埋
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
た

め
工
事
範
囲
・
深
度
と
も
に
限
定
さ
れ
た
狭
小
な
範
囲
の
調
査
で
、
調
査
区
は
道
路

部
分
と
本
丸
台
所
櫓
前
の
二
箇
所
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

道
路
部
分
の
調
査
で
は
、
道
路
に
直
交
す
る
よ
う
に
石
垣
が
検
出
さ
れ
た
（
第
十

四
図
）。
こ
れ
は
門
の
内
部
に
あ
っ
て
、
門
を
く
ぐ
る
と
正
面
に
位
置
し
た
も
の
で
あ

る
。
上
部
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
下
部
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
残

存
し
て
い
た
。
現
在
の
車
道
が
、
石
垣
上
部
を
削
り
と
り
、
石
垣
手
前
を
埋
め
立
て

ス
ロ
ー
プ
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
石
垣
手
前
に
あ
る
門

跡
に
伴
う
礎
石
な
ど
の
遺
構
は
ま
だ
良
好
に
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

台
所
櫓
前
部
分
の
調
査
に
お
い
て
は
、
道
路
部
分
か
ら
続
く
石
垣
と
、
さ
ら
に
石

階
段
、
排
水
溝
が
検
出
さ
れ
た
（
第
十
五
・
十
六
図
）。
道
路
部
分
同
様
に
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
遺
構
は
良
好
な
形
で
検
出
さ
れ
た
。
石
階
段
は
約
三
〇
〜
五

〇
㎝
大
の
石
材
を
横
一
列
に
並
べ
た
も
の
で
、
段
の
間
隔
は
約
四
〇
〜
五
〇
㎝
と
し

て
い
る
が
、
一
部
に
は
一
ｍ
を
超
え
る
部
分
も
み
ら
れ
た
。
調
査
は
工
事
深
度
ま
で

に
と
ど
め
た
た
め
、
七
段
分
が
検
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
地
下
に
は
ま
だ
良
好

第
十
二
図

内
側
石
垣
検
出
状
況
（
西
か
ら
）

第
十
三
図

内
側
石
垣
検
出
状
況
（
南
か
ら
）
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第
十
五
図

暗
り
門
検
出
状
況
（
台
所
櫓
前
部
分
）

第
十
七
図

暗
り
門
埋
め
立
て
土
（
土
層
断
面
）

第
十
四
図

暗
り
門
検
出
状
況
（
道
路
部
分
）

第
十
六
図

暗
り
門
検
出
状
況
（
台
所
櫓
前
部
分
）
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に
遺
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
階
段
と
石
垣
の
間
に
は
排
水
溝
が
検
出
さ

れ
た
。
溝
幅
は
約
五
〇
㎝
で
、
石
階
段
よ
り
一
段
低
い
位
置
に
石
を
敷
き
詰
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
溝
に
向
か
っ
て
本
丸
北
東
方
向
か
ら
両
側
石
を
配
し
た
幅
三
〇

㎝
の
溝
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、
本
丸
か
ら
の
排
水
を
目
的
と
し
た
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
暗
り
門
跡
を
埋
め
立
て
た
土
砂
の
中
に
は
多
量
の
瓦
が
投
棄
さ
れ
て
お
り
、

遺
構
を
覆
っ
た
瓦
層
と
し
て
検
出
さ
れ
た
（
第
十
七
図
）。
出
土
し
た
瓦
に
つ
い
て
み

る
と
、
軒
丸
瓦
と
差
込
瓦
は
蛇
の
目
紋
が
、
ま
た
、
軒
平
瓦
は
中
心
飾
り
に
釘
抜
き

紋
を
配
し
た
唐
草
紋
が
そ
れ
ぞ
れ
多
数
を
占
め
て
お
り
天
守
跡
の
状
況
と
同
じ
で
あ

る
（
第
十
八
図
）。
ま
た
、
鯱
瓦
も
幾
つ
か
出
土
し
た
が
、
大
洲
城
の
鯱
瓦
に
つ
い
て

は
、
大
洲
市
立
博
物
館
に
残
る
伝
世
品
か
ら
目
の
部
分
に
蛇
の
目
紋
が
採
用
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
蛇
の
目
紋
が
採
用
さ
れ
て

い
る
（
第
十
九
図
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
投
棄
さ
れ
た
瓦
は
城
内
の
櫓
級
以
上
の

建
物
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
天
守
の
瓦
資
料
を
補
完
す
る
も
の
と
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
明
治
の
解
体
時
に
お
け
る
城
内
建
物
の
瓦
の
様
相
を
知
る
貴
重
な

資
料
と
な
っ
た
。

な
お
、
発
見
さ
れ
た
暗
り
門
跡
の
遺
構
は
、
工
事
計
画
を
変
更
し
て
破
壊
す
る
こ

と
な
く
地
中
に
保
存
し
て
い
る
。
調
査
区
外
の
部
分
に
お
い
て
も
、
門
跡
の
遺
構
は

良
好
に
遺
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
将
来
的
に
暗
り
門
を
復
元
す
る
こ

と
が
あ
る
と
し
て
も
、
復
元
根
拠
の
一
つ
と
な
る
基
部
構
造
に
つ
い
て
の
資
料
が
揃

う
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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第十九図 暗り門出土の鯱瓦

第十八図 暗り門出土の軒丸瓦と軒平瓦
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